
立教大学広告研究会 平成 =令和卒 OB・ OG 年度幹事会メモ

第 1回

第 2回

2023年 3月 8日 (水 )19:00～

2023年 3月 11日 (土 )11:00～

1.70周 年行事概要

①日 時 2023年 9月 30日 (土) 16:30 受付開始 (予 定)17:00 開会

②場 所 立教大学第一学食

③会 費 5,000円程度を想定

④内 容 今後調整

2.70周年行事実行委員会

70周 年行事開催に向け、企画、運営、参加懲憑等を行う

①委員長         1名 ※別途調整

②事務局長        1名
事務局長補助      4～ 5名

※学院、館山市や広研関係者への連絡、出席依頼

③企画・現役学生担当   4～ 5名 ※基本的に現役と創り上げたい

④会計 (受付)責任者   1名
会計責任者補助     2名  ※当日は現役からも担当4名

⑤参加者集約責任者    1名
参加者集約責任者補助  5年毎に 1名程度

⑥司会          1名 (現役学生から1名 の予定)

⑦4月 5月 でざつくりとした振り分けを !

3.参加呼び掛け

①70周 年行事への参加を各代で呼び掛け

②第一回感触集約 (6月 30日 目安) {%。 (埼 キlθ (｀ `

第二回集約 (8月 1日 目安 )

最終集約 (9月 20日 )

③その他  家族参加も懲憑してはどうか (会費等は別途議論)

4.行事内容 (企画)提案 ※次回まで

(例 )

①各代のキャンプストア開店曲をBGMに 流す

②70年を振り返る写真展

③参加家族 (中 学生以下を対象など)向けイベント



5.平成 口令和年度幹事会での主な意見

①参加について

・LINEでつながつている。この日はみんなで集まれたらいいねと言っている。

子供も手を離れている (44th)のである程度自由が利く。

・Google Homeで の出欠をとるのもいい。手紙 (会報)は届いていない人もいる。

・ほとんど、OBOG会に出られてこなかつた。コロナでツールも増えて参加しやすい。

LINEも ある。年度幹事会にも参加していきたいと思つている。(46th)

・海外に赴任している人が多かった。時差の関係もあるが、海外からも参加できるよう

に SNSを繋いではどうか。

・当日も、リアルとWEBのハイプリット形式もいいのでは。どうしても出られない人

も少しでも参加できるように。

・参加したいという思いがありつつ、仕事、家族で難しい場合もある。リアル参加も大

切にしながら、WEB参加やメッセージ参加を懲憑する。

・オンラインだと、それでいいやお金も掛からないしとならないように、基本はリアル。

自ホームカミングデーもハイブリット開催だつたらしい。機材とかノウハウを学院か

らア ドバイスをもらえるのではないか。

・集客で、この人が参加するなら、会いたいというのがある。参加者の見える化を事前

にしてはどうか。

②参加費

・参加費は妥当ではないか。1万円というと躊躇するが、5千円ならば参加しやすい。

③行事内容

・55周年の時などは、早い段階で、OBOGと 学生でコミュニケーションしていた。4月

から巻き込むべき。

口現役の周年幹事がいるのか、現役がどのくらい積極的にかかわるのか。

・企画 :各代の勤務ポロ、勤務 Tの展示などどうか。

・イベントは、ビンゴでもなんでもいいのかなと。

・現役が困っていることをその場で言わせるのも一つのイベントではないか。

・写真展をやつていた。スライドショーなどもやつた。

・今の状況を知りたい、どういうことをして欲しいのかを知りたい。年度幹事会の

Z00Mの会に現役が参加してもらえるとありがたい。

・今の CSが ピンチということも聞いているので、今年の CSがどのような形で行われ

るのかを知りたい。今後の現役の動向も分かる会にして欲しい。

口現役学生も含めて、打合せをしていくときに、短いタームで打合せをしたらどうか。

Teamsと かを活用して。
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・LINEの グループで実行委員会繋ぎをしてもいい。→いいアイデア

ロ皆で集まる目的もあるが、もう一つ目玉的なイベント、景品があればいいのでは。

65の台湾旅行の景品が良かつた。予算もあると思うが。

・ビジネスマッチングとか就職支援とかあってはどうか。

⑤家族参加 (子供連れ)

・家族は小さい子供を持つ人も多い。学生に安易にベビーシッターさせるのは難しいと

思う。

口休憩スペースを作つて、父親、母親が子供をみながら談笑できるようにしたらどう

か。

・藤棚を押さえてしまつてもいいかも。

・ご家族も受験を考えている人なんかいるのではないか。

・子供の招待は。高校生よりも小さい子供の方が参加率高いと思う。

・子供連れての参加も検討している。子供連れでの参加はありがたい。

・子供が 5歳以下。連れていくのは難しいかな。子供をどうするかを考えるべき。

・子供は、学食内でじつとしていない。外に出てしまう。ここをどうにかできないか。

・子供スペースを漫画、絵本コーナーや映画鑑賞コーナーにできないか。

・子供連れていきたい。子供に立教を見せたい。子供を見せることで、知らなかつた

OBOGと もつながれるのでは

'子連れの人が、周年行事でどのように過ごすのか考えよう。

・子供の件 :年齢が幅広い。ベビーシッターの話もある。幼児と中学生、高校生でも違

うと思う。事前に外部にベビーシッターに頼むというのはどうか。

⑥その他

・多くの人に参加してもらうことが目的。まずは、伝播をして欲しい。

・まずは、各代に9月 30日 に集まろう。企画を出そう !

・卒業して4年。なかなか参加しにくかった。現役のために OB・ OG会が存在するのは

いいと思う。

・年度幹事が機能していない。年度幹事の代表者を変えるのか。

・年度幹事が音信不通になる。
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④目的 口意義

・周年行事を行う目的・意義を明確に示すべきではないか。(たまたま周年だから集ま

ろうなのか、現役のための募金、店の建て替えに協力等 )々

・記念品も作るのか。現役のための記念品はどうか。お金でもいいのでは。

・行事のキャッチコピーがあればいい。
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・年度幹事は同期に連絡できる人がいい (現役時の役職に拘る時代ではない)

・卒業してから、OB会の行事に参加できなかつた。東京にもいない。

・広告研究会の現役の活動が見えていなかった。キヤンス ト行ったが、雰囲気が変わっ

ている。

E直近の世代の OBOGも OBOG会には行きにくいかなと思う。および腰。情報発信をして

欲 しい。

・現役からの情報、OBOGか らの情報提供も (大先輩から卒業直ぐの先輩まで)リ アル

で話を聴けた。自分はやつてもらったのに。恩返しはしたいと思っている。

・卒業後、転勤の多い会社だけど、CS再開にあたつての寄付がスムーズに集まった。

・合宿所の情報などの困つている情報提供を積極的に行つたことがよかつた。

口卒業してから顔を出しにくい。自分たちの世代は OBOGの支援があってできた。

自分たちが OBOGに なつたときに下の世代にできるようにする流れに持っていきたい。

口現役支援の呼びかけをしたら、120人 くらいが寄付 してくれた。

口同期の仲間とも会う機会もなかなかない。連絡が取れていない仲間の連絡網を整備 し

たい。人をしつかり集めたい。

・20代の若い世代だと仕事、家庭がメインだが、どこかで広研の仲間と繋がりたいと

思うのでは。

・CSを残 してもらえれば、それだけでありがたい。
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